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題
名

と
氏
名

は
書
か
ず
に
、

◆
か
ら
書
き
始
め
ま
し
ょ

う
。

注
意
す
る
点

①
　
八
行
以
上
、

十
行
以
内
で
書
く
こ
と
。

解
答
用
紙
の
◆
か
ら
書
き
始
め
る
こ
と
。

②
　
二
つ
の
段
落
に
分
け
て
書
く
こ
と
。

③
　
一
つ
目
の
段
落
に
は
、

資
料
か
ら
わ
か
る
こ
と
を
書
く
こ
と
。

④
　
二
つ
目
の
段
落
に
は
、

「
ア
：

当
番
で
固
定
す
る
」
と
「
イ
：

週
ご
と
に
選
ぶ
」
の
ど
ち
ら
に
す
べ
き
か
、

自
分
の
立
場
を
明
確
に
し
、

理
由
を
書
く
こ
と
。

ア　当番表で、そうじ場所を固定する

・決まった場所を、一定の期間そうじする

・やり方に慣れて、早く、きれいにできる

ようになる

イ　週ごとに、自分で場所を選ぶ

・毎週、自分でそうじする場所を選ぶ

・いろいろな場所を経験でき、あきずに取

り組める

【資料1】「そうじをきれいにできた」

日の割合

きれいにできた割合

0

18

36

54

72

90

74%

固定にした週

60%

選べた週

【資料2】そうじについて感じること

（クラス32人）

38%

34%

28%

同じ場所ばかりであきる

12人（38%）

慣れて早くきれいにできる

11人（34%）

とくに感じることはない

9人（28%）

問
題わ

た
し
た
ち
の
ク
ラ
ス
で
は
、

毎
日
の
教
室
そ
う
じ
を
、

み
ん
な
で
分
た
ん
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、

決
め
方
に
つ
い
て
「
同
じ
場
所
ば
か

り
で
あ
き
る
」
「
場
所
に
よ
っ
て
仕
事
の
量
が
ち
が
う
」
と
い
っ
た
声
が
出
て
き
ま
し
た
。

そ
こ
で
、

こ
れ
か
ら
の
そ
う
じ
分
た
ん
の
決
め
方
に
つ
い
て
「
ア
：

当
番
表
で
、

そ
う
じ
場
所
を
固
定
す
る
」
と
「
イ
：

週
ご
と
に
、

自
分

で
そ
う
じ
場
所
を
選
ぶ
」
の
ど
ち
ら
に
す
べ
き
か
を
話
し
合
っ
て
い
ま
す
。

あ
な
た
は
、

ど
ち
ら
の
案
が
よ
い
と
思
い
ま
す
か
。

資
料
を
参
考

に
、

自
分
の
考
え
と
そ
の
理
由
を
書
き
ま
し
ょ
う
。

組
　
　
　
番
　
　
名

前
（

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

教
室
の
そ
う
じ
分
た
ん
は
「
当
番
で
固
定
」
か
「
週

ご
と
に
選
ぶ
」
か
？

◆
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解答例・指導のポイント 教室のそうじ分たんは「当番で固定」か「週ごとに選ぶ」か？

解答例１

資料1を見ると、そうじをきれいにできた割合は、固定にした週が七十四パーセントで、選べた週の六十パーセントより高いことがわかります。また資料2からは、「慣れ

て早くきれいにできる」と感じている人が、三割以上いることが読み取れます。

わたしは、アの当番で固定する案がよいと考えます。なぜなら、資料1のように、同じ場所を続けると、やり方に慣れて、きれいにできるようになるからです。そうじの

いちばんの目的は教室をきれいにすることなので、固定にすべきだと思います。

解答例２

資料2を見ると、「同じ場所ばかりであきる」と感じている人が、いちばん多く、四割近くいることがわかります。資料1では、固定の方がきれいにできていますが、その

差は大きくはありません。

わたしは、イの週ごとに選ぶ案がよいと考えます。なぜなら、資料2のように、あきてしまう人がいちばん多いからです。いろいろな場所を選べれば、気持ちよく取り組

めます。あきずに続けることが、結局はきれいな教室につながると思います。

指導のポイント

第一段落は資料の事実。資料1（きれいにできた割合の差）と資料2（感じることの割合）を引用できているかを見る。

第二段落は立場＋理由。ア＝習熟・きれいさ、イ＝あきない・意欲。どちらも資料と結びついていれば正解。

形式（八〜十行・二段落・◆）を内容より先に確認する。

School Stock｜学校現場で使える無料の教材・素材集

自分が現場で使うことを念頭においた教材を作成・共有しています。登録不要・無料

でお使いいただけますが、先生方の良心を信じて配布しています。最新の教材や、ほ

かの教科のプリントは、noteマガジンからご覧いただけます。

https://note.com/tozaki_edu/m/maab6a89240fa
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